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大
内
氏
と
豊
前

今
川
了
俊

の

解

任

応
永
二
年
（
一
三
九
五
）、
突
然
、
了
俊
が
京
都
へ
召

喚
さ
れ
た
。
彼
が
既
に
七
十
歳
の
高
齢
で
あ
り
、
南
北

朝
の
合
一
成
っ
た
今
は
、
彼
を
九
か
国
（
備
後
・
安
芸
を
加
え
て
）
の
守

し

ば
よ
し
ま
さ

護
と
し
て
九
州
に
置
く
こ
と
の
危
険
を
新
管
領
斯
波
義
将
は
考
え
た
の
で

あ
る
。
一
一
か
国
の
守
護
山
名
氏
の
力
を
削
い
だ
あ
と
、
了
俊
が
次
の
対

象
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

新
九
州
探
題
に
は
義
満
の
近
親
者
渋
川
満
頼
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
彼
は
豊
前
国
守
護
職
を
拝
領
し
て
下
向
し
た
。
了
俊
は
『
難
太
平

ち
か
つ
ぐ

記
』
で
、
自
分
が
解
任
さ
れ
た
の
は
、
大
友
親
世
・
大
内
義
弘
二
人
の
讒

言
に
依
る
と
か
、
斯
波
義
将
の
策
謀
で
あ
る
と
の
噂
を
記
し
て
い
る
。

こ
れ
ひ
さ

島
津
伊
久
は
「
今
河
殿
上
洛
の
事
承
り
、
悦
び
極
り
な
く
候
、
…
…
尤

も
以
て
本
望
な
り
」
と
大
友
親
世
に
返
事
し
て
い
る
。

こ

き
ん
で
ん
じ
ゅ

了
俊
は
都
で
は
二
条
良
基
に
古
今
伝
授
を
得
た
有
名
な
文
化
人
で
あ

り
、
武
将
と
し
て
も
、
優
れ
た
計
略
を
駆
使
し
た
が
、
地
方
の
武
士
に

は
、
信
頼
の
置
け
な
い
貴
人
と
映
っ
た
。

み
つ
の
り

び
ろ
う

了
俊
が
子
息
満
範
へ
「
氏
久
か
状
の
礼
な
ど
も
、
も
っ
て
の
外
ニ
尾
籠

ニ
書
き
て
ま
い
ら
せ
候
な
り
、
あ
さ
ま
し
き
い
中
人
ニ
成
は
て
て
候
、
け

に
け
に
い
ふ
か
い
な
く
こ
そ
候
へ
」（
南
北
朝
遺
文
五
四
五
六
）
と
、
島
津

氏
久
を
浅
ま
し
い
田
舎
人
に
成
り
は
て
て
実
に
い
う
甲
斐
の
な
い
人
だ
と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
九
州
の
武
士
に
対
し
て
嫌
悪
感
を
も
っ
て
お
り
、

宇
都
宮
守
綱
・
大
内
弘
世
・
少
弐
冬
資
ら
は
了
俊
の
本
性
を
見
抜
い
て
、

嫌
っ
た
の
で
あ
る
。

大
内
義
弘
の
乱

応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
十
二
月
、
大
内
義
弘
は
泉

州
堺
の
町
に
籠
城
し
て
幕
府
軍
の
攻
撃
を
受
け
て
滅

び
た
。

和
泉
国
・
紀
伊
国
は
明
徳
の
乱
の
勲
功
と
し
て
得
た
守
護
国
で
あ
っ

た
。
当
時
、
大
内
義
弘
は
周
防
・
長
門
・
石
見
・
豊
前
と
前
出
の
二
国
を

加
え
て
、
六
か
国
の
守
護
を
兼
帯
し
、
義
満
に
対
し
て
も
尊
大
な
言
動
を

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

今
川
了
俊
解
任
の
次
は
大
内
義
弘
の
勢
威
を
削
減
す
る
こ
と
が
、
幕
府

の
課
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
義
弘
が
入
洛
を
拒
否
し
た
理
由
と
し

ぜ
っ
か
い
ち
ゅ
う
し
ん

て
、
幕
府
使
節
絶
海
中
津
に
訴
え
た
の
は
、
義
満
が
ひ
そ
か
に
少
弐
貞

頼
・
菊
池
武
朝
に
義
弘
討
伐
を
命
じ
た
こ
と
、
紀
伊
・
和
泉
二
国
守
護
職

を
理
由
な
く
取
り
上
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
、
少
弐
討
伐
に
出
陣
し
た
弟
満

弘
が
戦
死
し
た
の
に
恩
賞
の
沙
汰
が
な
い
こ
と
、
義
弘
を
京
都
に
召
し
寄

せ
て
討
ち
取
ろ
う
と
評
議
し
た
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

応
永
の
乱
後
、
探
題
渋
川
満
頼
の
分
国
豊
前
の
守
護
職
を
預
か
っ
た
の

は
少
弐
満
貞
で
あ
っ
た
。
応
永
七
年
（
一
四
〇
〇
）
九
月
、
渋
川
満
頼
が
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佐
田
親
景
へ
稗
田
・
伊
方
両
庄
と
元
永
村
を
安
堵
し
、
少
弐
満
貞
が
執
達

し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
前
、
同
年
三
月
、
少
弐
貞
頼
が
筑
紫
次
郎
へ
曽
根

村
を
宛
行
っ
て
い
る
。

応
永
五
年
、
大
内
義
弘
に
追
討
さ
れ
た
少
弐
貞
頼
・
菊
池
武
朝
が
応
永

の
乱
の
混
乱
に
乗
じ
て
豊
前
・
筑
前
の
占
領
に
動
い
た
の
で
あ
る
。

応
永
七
年
四
月
、
渋
川
満
頼
は
豊
前
下
向
を
命
ぜ
ら
れ
、
近
日
渡
海
・

着
岸
す
る
と
佐
田
親
景
へ
報
じ
て
い
る
。

ひ
ろ
し
げ

長
門
・
周
防
両
国
は
義
弘
の
五
弟
弘
茂
に
相
続
が
許
さ
れ
た
が
、
義
弘

も
り
は
る

の
留
守
を
預
か
っ
た
六
弟
六
郎
盛
見
が
こ
れ
を
認
め
ず
、
豊
後
に
渡
っ

て
、
大
友
親
世
の
支
援
を
頼
ん
で
帰
国
の
機
を
う
か
が
っ
て
い
た
。

応
永
八
年
（
一
四
〇
二
）
十
二
月
、
豊
後
よ
り
長
府
へ
上
陸
し
た
大
内

さ
か
り
や
ま

盛
見
は
下
山
城
に
弘
茂
を
せ
め
て
自
害
さ
せ
た
。

ど
う
つ
う

こ
の
報
告
を
受
け
た
幕
府
は
大
内
介
四
郎
入
道
道
通
に
石
見
・
安
芸
の

武
士
を
付
け
て
、
盛
見
討
伐
を
命
じ
た
が
、
こ
れ
ま
た
敗
れ
て
、
道
通
は

か
み
の
せ
き

上

関
（
竈
戸
関
）
に
追
い
つ
め
ら
れ
、
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
五
月
ご

ろ
自
害
し
た
。

二
度
の
討
伐
に
失
敗
し
た
幕
府
は
折
れ
て

盛
見
と
和
睦
し
、
防
長
二
国
守
護
職
を
承
認

し
た
。

大
内
盛
見

と

豊

前

豊
前
・
筑
前
・
肥
前
で

は
、
少
弐
・
菊
池
と
九
州

探
題
が
奪
い
合
い
を
続
け
て
い
た
。
幕
府
は

大
内
盛
見
を
探
題
支
援
の
た
め
渡
海

さ
せ
、
豊
前
各
所
で
激
戦
を
展
開
し

た
。豊

前
陣
ハ
去
る
八
日
、
と
り
こ
え
の
敵

城
せ
め
お
と
し
て
候
、
や
か
て
、
か
わ

る
の
一
二
、
む
ま
の
た
け
落
居
し
て

候
、
目
出
候
、
匠
作
・
大
内
、
か
か
ミ

山
辺
に
陣
を
と
ら
れ
候
、
注
進
一
昨
日

十
五
到
来
候
、
い
ま
の
こ
と
く
ハ
、
落

着
ハ
一
両
日
に
も
す
き
ま
し
く
候
、
目

出
候
、

（
詫
摩
文
書
）

こ
れ
は
、
応
永
十
二
年
（
一
四
〇

五
）
十
一
月
十
七
日
、
九
州
探
題
渋

川
満
頼
が
肥
後
の
詫
摩
満
親
へ
報
じ

た
豊
前
の
状
況
で
あ
る
。

十
一
月
八
日
、
鳥
越
城
（
苅
田
、
松
山
城
カ
）・
香
春
一
の
岳
・
二
の

岳
・
馬
ヶ
岳
城
を
攻
略
し
た
大
友
修
理
大
夫
親
世
・
大
内
盛
見
ら
が
鏡
山

（
香
春
町
）
に
布
陣
し
て
、
猪
岳
（
大
坂
山
）
に
立
て
籠
も
る
少
弐
貞
頼

（
満
貞
カ
）
軍
攻
撃
の
最
終
段
階
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

十
二
月
五
日
の
合
戦
で
、
大
内
家
老
の
陶
尾
張
守
弘
長
が
戦
死
す
る
よ

う
な
戦
闘
が
あ
っ
た
。

こ
の
功
労
に
よ
っ
て
、
大
内
盛
見
は
豊
前
守
護
職
に
補
任
さ
れ
た
ら
し

大内盛見の花押

写真４―１０ 猪岳（大坂山）
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い
。大

内
盛
見
は
上
洛
し
て
、
将
軍
の
信
頼
を
得
て
、
な
か
な
か
帰
国
を
許

さ
れ
な
か
っ
た
。

豊
前
国
内
で
は
二
〇
年
間
、
平
和
が
つ
づ
き
、
そ
の
間
、
宇
佐
宮
・
弥

勒
寺
や
国
分
寺
な
ど
の
再
興
が
一
〇
〇
余
年
振
り
に
行
わ
れ
、
こ
れ
に
武

士
や
農
民
を
動
員
し
て
、
人
心
の
安
定
と
大
内
氏
の
権
威
の
強
化
に
努
め

た
。た

と
え
ば
、
弥
勒
寺
金
堂
の
落
成
に
あ
た
っ
て
、
千
部
法
華
経
読
経
が

応
永
三
十
四
年
（
一
四
二
七
）
八
月
三
日
に
始
ま
る
と
き
、
大
内
盛
見
も

参
宮
し
、
聖
道
五
〇
人
・
律
僧
五
〇
人
・
豊
前
国
分
寺
よ
り
一
〇
人
、
計

一
一
〇
人
の
僧
侶
、
奉
行
二
人
、
宇
佐
郡
の
人
々
が
参
会
し
、
警
固
に
は

豊
前
の
武
士
が
あ
た
っ
た
（
到
津
文
書
補
遺
）
よ
う
に
、
何
事
も
大
規
模

か
つ
荘
厳
で
あ
っ
た
。

豊
前
に
平
和
を
も
た
ら
せ
た
大
内
盛
見
も
、
筑
前
で
の
戦
闘
で
あ
っ
け

な
く
戦
死
し
た
。
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
十
二
月
、
大
内
盛
見
方
よ
り
、

筑
前
国
の
年
貢
二
〇
〇
〇
貫
文
が
幕
府
へ
納
め
ら
れ
、
都
中
の
評
判
と

な
っ
た
。
筑
前
の
守
護
職
は
長
年
少
弐
氏
が
伝
領
し
て
い
た
が
、
九
州
探

題
が
下
向
し
て
く
る
と
、
探
題
分
国
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
少
弐
氏
と
の

対
立
が
絶
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
幕
府
は
筑
前
を
公
方
御
料
国
と

し
、
幕
府
が
直
轄
し
た
。
こ
れ
を
大
内
氏
に
請
け
負
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
二

〇
万
疋
も
の
上
納
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
原
因
と
な
っ
て
、
大
友

氏
と
大
内
氏
が
合
戦
す
る
に
い
た
っ
た
。
大
内
氏
家
来
が
大
友
氏
の
所
領

か
ら
段
銭
等
の
税
を
厳
正
に
取
り
立
て
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
大い

友
氏
は
蒙
古
合
戦
前
か
ら
、
立
花
城
近
辺
（
香
椎
三
郷
）・
博
多
津
・
怡

と土
庄
志
摩
方
な
ど
を
重
要
所
領
と
し
て
い
た
。
こ
れ
を
大
内
氏
代
官
が
前

例
を
無
視
す
る
行
為
を
し
た
か
ら
大
友
持
直
が
少
弐
・
菊
池
氏
と
同
心
し

て
、
大
合
戦
と
な
っ
た
。
こ
の
混
乱
に
乗
じ
て
、
国
人
・
土
民
も
一
揆
し

て
大
内
氏
に
反
抗
し
た
。
永
享
三
年
五
月
、
大
内
氏
が
立
花
城
以
下
大
友

氏
知
行
の
要
害
を
こ
と
ご
と
く
攻
め
落
と
し
た
と
い
う
噂
が
京
都
で
流
れ

た
。

い

と

は
ぎ

の

と
こ
ろ
が
、
六
月
二
十
八
日
、
怡
土
郡
萩
原
で
、
少
弐
小
法
師
丸
・
大

友
持
直
軍
に
包
囲
さ
れ
、
家
人
三
〇
人
と
共
に
自
刃
し
た
。
公
方
義
教
は

こ
れ
を
聴
い
て
「
殊
に
無
念
」
の
沙
汰
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
内
分
国
豊
前
国
も
守
護
代
杉
伯
耆
守
重
綱
は
国
を

捨
て
、
長
門
へ
逃
亡
し
「
筑
前
国
に
は
大
内
方
の
者
一
人
も
無
し
」
と

な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
両
国
は
大
友
・
少
弐
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
た
。

大
内
持
世

と

豊

前

ぎ
ょ
う

ぶ

し
ょ
う
ゆ
う

盛
見
跡
の
家
督
の
座
を
め
ぐ
っ
て
、
刑
部
少
輔
持
世

と
新
介
持
盛
の
兄
弟
が
対
立
し
、
持
盛
は
豊
前
朽
網
に

か
ん
も
ん
ぎ
ょ

き

布
陣
し
て
い
た
。
伏
見
宮
貞
成
親
王
の
日
記
「
看
聞
御
記
」
に
よ
る
と
、

故
盛
見
は
新
介
持
盛
に
周
防
守
護
職
を
与
え
、
家
督
と
す
る
予
定
で
あ
っ

く
つ
が
え

た
が
、
公
方
義
教
は
幕
府
・
将
軍
権
力
強
化
の
見
地
か
ら
、
こ
れ
を

覆

し
、
持
世
を
家
督
と
し
た
と
い
う
。

永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
二
月
、
持
盛
派
が
夜
討
ち
を
か
け
、
持
世
を

石
見
国
境
へ
逃
亡
さ
せ
、
持
盛
は
豊
前
か
ら
周
防
へ
帰
り
、
大
友
・
少
弐
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討
伐
と
豊
前
・
筑
前
奪
還
の
準
備
に
か
か
っ
た
。

幕
府
は
石
見
・
安
芸
の
軍
勢
を
も
っ
て
、
持
盛
を
防
長
か
ら
豊
前
へ
追

い
出
し
、
持
世
は
豊
前
へ
渡
海
の
許
可
を
待
っ
て
、
永
享
五
年
四
月
、
大

友
持
直
の
支
援
を
受
け
た
持
盛
を
豊
前
篠
崎
（
小
倉
北
区
）
の
戦
い
で
破

り
、
切
腹
さ
せ
た
。

す
け
つ
ぐ

つ
い
で
、
少
弐
満
貞
・
小
法
師
資
嗣
父
子
を
筑
前
二
岳
に
破
り
、
同
年

八
月
、
秋
月
城
を
攻
略
し
て
二
人
を
は
じ
め
、
少
弐
一
族
多
数
を
討
ち

取
っ
て
、
豊
前
・
筑
前
を
平
定
し
、
初
め
て
筑
前
国
守
護
職
を
も
手
に
入

れ
た
。
そ
の
後
上
洛
し
た
大
内
持
世
は
、
公
方
義
教
の
信
頼
厚
く
、
そ
の

近
辺
に
仕
え
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
仇
と
な
っ
て
、
嘉
吉
元
年
（
一
四
四

一
）
の
義
教
暗
殺
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
、
重
傷
を
負
い
な
が
ら
、
そ
の
場

を
脱
出
し
た
が
、
数
日
後
絶
命
し
た
。

大
内
教
幸
の
乱

大
内
持
世
が
急
死
す
る
と
、
そ
の
跡
の
座
を
巡
っ

て
、
ま
た
盛
見
の
子
孫
太
郎
教
幸
と
新
介
教
弘
が

争
っ
た
ら
し
い
。

嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
三
月
、
千
手
城
・
馬
見
城
の
合
戦
に
合
力
し

た
安
芸
国
の
平
賀
氏
へ
幕
府
か
ら
感
状
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

な
か
つ
か
さ
た
い
ゆ
う

太
宰
少
弐
教
頼
・
大
友
中
務
大
輔
持
直
・
大
内
孫
太
郎
教
幸
等
の
事
、
落
所
を
相
尋

ね
、
不
日
治
罰
を
加
え
ら
れ
る
べ
き
の
由
、
仰
せ
下
さ
る
所
也
、
仍
っ
て
執
達
件
の

如
し
、嘉

吉
二
年
十
二
月
十
五
日

沙
弥
（
花
押
）（
畠
山
持
国
）

志
賀
民
部
大
輔
殿

（
大
友
文
書
録
）

の
り
ゆ
き

こ
れ
は
、
筑
前
守
護
代
で
あ
っ
た
大
内
教
幸
が
少
弐
・
大
友
氏
と
一
味

し
て
馬
見
岳
に
挙
兵
し
て
攻
略
さ
れ
、
姿
を
隠
し
た
と
い
う
こ
と
ら
し

み
つ
す
け

い
。
彼
ら
は
将
軍
・
守
護
不
在
、
赤
松
満
祐
討
伐
軍
・
京
都
内
外
で
の
土

一
揆
蜂
起
と
い
う
政
治
的
混
乱
・
空
白
を
衝
い
て
挙
兵
し
た
が
、
幕
府
軍

の
到
着
で
潰
え
逃
亡
し
た
。

大
内
家
壁
書

大
内
氏
は
、
戦
国
大
名
の
特
徴
を
示
す
分
国
法
を
最
も

早
く
制
定
し
て
い
る
。

一
、
山
口
よ
り
御
分
国
中
に
お
け
る
行
程
日
数
の
事
、

宇
佐
郡
六
日
請
け
文
十
七
日

上
毛
郡
五
日
請
け
文
十
五
日

下
毛
郡
五
日
請
け
文
十
五
日

京
都
郡
四
日
請
け
文
十
三
日

仲
津
郡
四
日
請
け
文
十
三
日

築
城
郡
四
日
請
け
文
十
三
日

田
川
郡
四
日
請
け
文
十
三
日

規
矩
郡
三
日
請
け
文
十
三
日

右
、
訴
人
の
申
し
状
に
よ
っ
て
、
召
し
文
を
な
さ
る
る
と
い
へ
と
も
、
や
や
も
す
れ

ハ
遅
参
せ
し
め
、
い
た
つ
ら
に
日
数
を
へ
る
の
間
、
し
る
し
を
か
る
る
者
也
、（
中

略
）
こ
の
壁
書
の
次
第
、
も
し
違
背
せ
し
む
る
に
を
ひ
て
ハ
、
罪
科
に
処
せ
ら
る
べ

き
の
由
、
御
評
定
し
畢
ん
ぬ
、
諸
人
存
知
せ
し
む
べ
き
の
由
、
仰
せ
出
さ
る
と
こ
ろ

也
、
仍
っ
て
執
達
件
の
如
し
、

寛
正
二
年
六
月
廿
九
日

（
一
四
六
一
）

備
中
守

奉
秀
明

左
衛
門
大
夫
奉
正
安

こ
れ
は
、
大
内
分
国
内
の
訴
訟
制
度
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
京
都
郡
の
場
合
、
召
喚
さ
れ
た
ら
四
日
以
内
に
山
口
に
出
頭

じ
ゅ
ん
ぎ
ょ
う

す
る
こ
と
、
執
行
者
（
使
節
遵

行
）
は
請
け
文
を
一
三
日
以
内
に
山
口
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へ
届
く
よ
う
に
せ
よ
と
い
う
の
で
あ

る
。
裁
判
が
厳
正
を
期
し
た
模
様
は
、

下
毛
郡
の
「
成
恒
氏
種
代
卜
世
覚
書
」

な
ど
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
り
ひ
ろ

持
世
の
跡
を
嗣
い
だ
盛
見
の
子
教
弘

は
二
十
数
年
、
上
洛
も
せ
ず
、
分
国
統

ま
い
し
ん

治
に
邁
進
し
、
豊
前
・
筑
前
な
ど
新
参

の
分
国
の
武
士
を
被
官
化
し
、
役
人
と
し
て
組
織
化
し
た
。

教
弘
の
子
政
弘
は
二
十
歳
で
家
督
を
継
ぎ
、
二
年
目
に
応
仁
の
乱
が
起

こ
っ
て
、
そ
の
渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
、
九
州
・
中
国
・
四
国
の
兵
二
万
五

〇
〇
〇
を
率
い
て
上
洛
し
、
父
教
弘
以
来
対
立
す
る
細
川
勝
元
と
実
権
を

争
う
山
名
宗
全
の
西
陣
に
加
わ
り
、
京
都
の
形
勢
を
逆
転
さ
せ
た
。どう

と
ん

細
川
勝
元
は
、
大
内
分
国
の
手
薄
を
衝
い
て
、
大
内
教
幸
入
道
道
頓
を

誘
い
、
長
門
赤
間
関
に
挙
兵
さ
せ
、
足
元
を
揺
さ
ぶ
る
戦
法
に
出
た
。

道
頓
に
は
防
長
・
石
見
・
安
芸
の
分
国
を
与
え
、
大
友
親
繁
に
は
豊
前

を
、
少
弐
教
頼
に
筑
前
・
肥
前
を
与
え
て
侵
入
さ
せ
た
。

豊
前
・
肥
前
・
筑
前
の
所
々
の
城
郭
に
お
い
て
、
一
力
を
以
て
攻
め
落
と
す
合
戦
を

致
し
、
牢
人
悉
く
退
散
の
由
、
注
進
到
来
す
、
忠
節
他
に
異
な
り
、
感
じ
思
し
召
し

お
わ
ん
ぬ
、
早
く
長
門
・
周
防
両
国
へ
計
略
を
廻
ら
し
、
発
向
せ
し
め
ば
、
い
よ
い

よ
神
妙
た
る
べ
く
候
也
、

「
文
明
元
年
己
丑
」

七
月
十
二
日

（
足
利
義
政
）

（
花
押
）

大
友
豊
後
守
と（
親
繁
）

の
へ

（
大
友
文
書
録
）

こ
れ
は
、
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
五
月
、
将
軍
義
政
の
要
請
に
応
え

て
、
大
内
分
国
に
侵
入
、
占
領
し
た
こ
と
に
対
す
る
感
状
で
あ
る
。

一
、
大
内
伯
父
道
頓
ニ
公
方
よ
り
安
堵
を
給
わ
る
、
こ
れ
に
依
り
、
一
門
以
下
の
御

る

ふ

請
け
こ
れ
を
進
ず
、
世
間
流
風
の
書
こ
れ
を
写
す
、
当
家
の
事
、
忠
節
を
致
す

べ
き
の
由
仰
せ
下
さ
れ
候
、
管
領
様
の
御
書
頂
戴
申
さ
れ
候
、
道
頓
の
事
は
年

罷
り
寄
り
候
、
嘉
々
丸
の
事
、
今
よ
り
以
後
、
奉
公
致
さ
し
む
べ
く
候
旨
、
一

味
同
心
申
し
定
め
候
、
御
内
書
・
御
教
書
の
事
、
早
速
成
し
下
さ
れ
候
は
ば
、

畏
み
存
ず
べ
く
候
、
こ
の
旨
を
以
て
、
管
領
様
へ
申
し
御
沙
汰
候
は
ば
目
出
べ

く
候
、
恐
々
謹
言
、

（
文
明
二
年
）

二
月
九
日

内
藤
中
務
丞

武
盛

豊
田
大
和
入
道

元
秀

杉

三
河
守

重
隆

杉

豊
後
守

弘
重

二
保
加
賀
守

武
安

問
田
備
中
守

弘
縄

（
信
頼
）

吉
見
殿

陶

五
郎

弘
護

（
奈
良
興
福
寺
、
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
）

こ
れ
は
、
大
内
道
頓
が
老
齢
で
あ
る
か
ら
、
子
息
嘉
々
丸
を
奉
公
さ
せ

た
い
の
で
、
そ
の
旨
を
管
領
に
取
り
次
い
で
い
た
だ
き
た
い
と
、
大
内
家

家
老
衆
が
吉
見
信
頼
へ
申
し
入
れ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
理
解
に
苦
し
む
史

料
で
あ
る
。
道
頓
は
大
内
系
図
な
ど
で
「
文
明
二
年
正
月
廿
五
日
、
豊
前

馬
岳
に
お
い
て
自
殺
」
と
あ
り
、
従
来
こ
れ
が
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
こ
の

大内政弘の花押
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史
料
で
は
、
道
頓
を
追
い
つ
め
た
陶
弘
護
が
東
軍
に
属
し
て
い
る
。
道
頓

を
担
い
だ
筑
前
守
護
代
仁
保
加
賀
守
盛
安
（
武
安
）
は
こ
の
年
七
月
、
政

弘
の
養
子
嘉
々
丸
が
義
政
に
奉
公
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
肥
後
の
相
良
氏

に
報
じ
て
い
る
。

す

ふ

こ
の
あ
と
、
重
臣
間
に
分
裂
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
周
布
文
書
に

は
「
今
度
備
後
合
力
の
事
仰
せ
ら
る
の
間
、
軍
勢
を
安
芸
の
国
廿
日
市
に

差
し
遣
わ
し
候
、
入
道
又
国
境
ま
で
進
発
の
処
、
陶
五
郎
以
下
の
者
共
、

げ
ん
ぎ
ょ
う

新
介
に
同
心
仕
り
現
形
し
候
（
下
略
）」
と
在
京
中
の
政
弘
の
誘
い
で
陶

弘
護
が
寝
返
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
が
原
因
で
文
明
十
四
年
、
弘
護
と
吉
見
信
頼
が
殿
中
で
喧
嘩
し
て

二
人
と
も
刺
し
違
え
て
死
亡
す
る
事
件
が
起
こ
る
。

大
内
教
幸

と
馬
ヶ
岳

文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
三
月
、
防
長
へ
退
去
し
て
い

た
宇
佐
郡
衆
が
渡
海
し
て
、
滝
池
山
（
所
在
不
明
）
に

陣
を
取
っ
て
お
り
、
馬
ヶ
岳
・
岩
石
城
の
凶
徒
を
追
討
す
る
の
は
今
が
好

機
で
あ
る
と
京
都
の
政
弘
へ
急
報
し
た
（
佐
田
文
書
）。

朝
鮮
の
「
成
宗
康
靖
大
王
実
録
」
に
は
当
時
、
少
弐
と
道
頓
が
豊
前
を

四
郡
ず
つ
治
め
て
い
た
が
少
弐
氏
が
、
対
馬
の
宗
氏
の
兵
四
〇
〇
〇
を
豊

前
に
送
り
、
古
城
に
拠
っ
て
全
域
占
領
を
ね
ら
っ
た
の
で
、
道
頓
の
代
官

は
援
兵
三
〇
〇
〇
を
も
っ
て
相
対
し
、
新
城
を
築
き
、
五
月
の
合
戦
で
、

道
頓
方
六
〇
人
、
少
弐
方
六
人
の
死
者
を
出
し
て
、
な
お
対
立
し
て
い
る

と
述
べ
て
い
る
。

文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
十
二
月
、
大
友
政
親
よ
り
在
京
の
使
僧
勝
光

寺
へ
の
書
状
に
よ
る
と
、
前
年
八
月
、
道
頓
の
被
官
人
内
藤
藤
左
衛
門
尉

と
仁
保
加
賀
守
盛
安
が
対
立
し
、
戦
闘
に
な
っ
た
の
で
、
大
友
政
親
と
道

頓
に
善
処
を
命
じ
た
が
、
少
弐
方
が
盛
安
を
暗
殺
し
た
た
め
、
内
藤
方
の

遺
恨
は
解
消
さ
れ
た
が
、
国
中
が
正
体
の
な
い
ほ
ど
混
乱
し
た
と
あ
る
。

こ
れ
は
道
頓
が
大
友
政
親
か
ら
引
き
継
い
だ
豊
前
守
護
職
を
少
弐
頼
忠

（
政
尚
・
政
資
と
改
名
）
が
競
望
し
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
た
。

結
局
、
道
頓
が
子
の
嘉
々
丸
と
共
に
馬
ヶ
岳
で
自
害
し
た
の
は
文
明
十

年
（
一
四
七
八
）
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

な
お
、
嘉
々
丸
は
落
ち
延
び
て
宇
佐
郡
麻
生
谷
に
隠
れ
住
ん
だ
と
い
う

伝
説
が
あ
る
。

大
内
政
弘
の

太
宰
府
入
り

文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
十
一
月
、
京
都
よ
り
一
〇
年

振
り
に
帰
国
し
た
政
弘
は
、
将
軍
義
政
か
ら
没
収
さ
れ

げ
ん

ぶ

て
い
た
豊
前
・
筑
前
守
護
職
に
還
補
さ
れ
、
こ
れ
を
占
領
し
続
け
る
少

弐
・
道
頓
を
討
伐
す
る
た
め
、
同
十
年
渡
海
し
て
太
宰
府
に
出
陣
し
た
。

こ
の
時
、
続
々
と
投
降
し
て
、
政
弘
へ
御
礼
を
述
べ
る
者
な
ど
が
、
政

ゆ
う
ひ
つ

ま
さ
と
う

弘
の
右
筆
相
良
正
任
の
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ざ

す

な
か

ま

豊
前
国
関
係
者
に
は
、
彦
山
座
主
頼
有
、
子
息
律
師
、
仲
間
若
狭
守
盛

秀
、
貫
助
八
重
孝
、
山
田
弥
七
郎
貞
朝
、
城
井
越
前
守
俊
明
、
池
永
肥
前

こ
う
じ
ろ

じ
ょ
う

守
重
久
、
仲
八
屋
藤
左
衛
門
尉
武
信
、
豊
前
国
分
寺
住
持
（
神
代
左
馬

允

か
た

ほ
う
り

だ

ゆ
う

き
ん
あ
き

貞
賢
の
弟
）、
宇
佐
祝
大
夫
、
宇
佐
宮
大
宮
司
公
見
、
門
司
宝
寿
寺
、
佐

田
因
幡
守
忠
景
、
門
司
等
妙
寺
、
鈴
隈
寺
弾
正
少
弼
武
治
の
名
が
み
え

る
。
こ
の
う
ち
、
山
田
貞
朝
は
一
か
月
間
に
四
度
も
博
多
に
出
頭
し
て
い
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る
。選

銭
令
と

豊
前
役
人

延
徳
四
年
（
一
四
九
二
）
三
月
、
山
口
よ
り
選
銭
に
つ

い
て
豊
前
の
役
人
へ
触
状
の
周
知
徹
底
を
命
じ
た
（
大

内
家
壁
書
）。

き
ん
あ
つ

一
、
豊
前
国
中
の
悪
銭
の
事
、
近
年
禁
遏
せ
ら
る
の
処
、
や
や
も
す
れ
ば
、
こ
れ
を

犯
用
せ
し
む
、
あ
ま
つ
さ
え
去
年
以
来
は
偏
に
受
用
流
布
す
と
云
々
、
も
っ
て

の
外
の
子
細
也
、（
下
略
）

郡
代

段
銭
奉
行

は
し
う
づ

宇
佐
郡

佐
田
弾
正
忠

矢
部
新
左
衛
門
尉

橋
津
六
郎
次
郎

下
毛
郡

野
中
五
郎

貫
助
八

上
毛
郡

広
津
新
蔵
人
重
清
家
人

山
田
安
芸
守

広
津
彦
三
郎

仲
八
屋
藤
左
衛
門
尉

城
井
常
陸
介

副
田
右
衛
門
大
夫

伊
田
美
作
守

伊
賀
利
彦
太
郎

築
城
郡

内
藤
新
兵
衛
尉
重
清
家
人

如
法
寺
孫
二
郎

荒
巻
源
右
衛
門
尉

田
川
郡

杉
七
郎
未
相
定

伊
川
弾
正
忠

こ
れ
に
は
、
な
ぜ
か
仲
津
郡
・
京
都
郡
・
規
矩
郡
の
役
人
の
記
載
が
な

い
。
こ
の
役
人
の
う
ち
、
内
藤
氏
は
長
門
国
人
、
杉
七
郎
は
長
門
国
人

で
、
守
護
代
重
清
の
こ
と
、
伊
川
・
貫
氏
は
規
矩
郡
の
人
、
副
田
・
伊

田
・
伊
賀
利
氏
は
田
川
郡
の
人
、
如
法
寺
・
荒
巻
氏
は
上
毛
郡
の
人
と

い
っ
た
具
合
で
、
必
ず
し
も
在
地
の
人
で
は
な
い
。

宇
佐
郡
や
下
毛
郡
は
豊
後
国
と
接
し
て
い
て
、
大
内
氏
の
法
令
が
徹
底

し
な
い
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
豊
後
で
は
十
四
世
紀
末
ご
ろ

か
ら
年
貢
の
銭
納
化
に
伴
っ
て
、
貫
高
知
行
制
が
す
す
み
、
大
内
氏
の
石

足
知
行
制
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
貨
幣
の
必
要
度
に
差
異
が

あ
り
、
山
口
の
貨
幣
交
換
基
準
が
通
用
し
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。

き
ん
あ
つ

え
り
ぜ
に
れ
い

「
近
年
の
禁
遏
」
と
は
、
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
の
選
銭
令
を
指

す
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
段
銭
は
一
〇
〇
文
の
中
に
二
〇
文
の
永
楽
銭
か
宣
徳
銭
を

加
え
て
取
り
立
て
る
こ
と
。
こ
れ
を
二
割
銭
と
い
う
。
貸
し
付
け
や
売
買

に
は
、
私
鋳
銭
（
さ
か
ひ
銭
・
洪
武
銭
・
う
ち
ひ
ら
め
）
は
銭
を
選
び
、
一

〇
〇
文
の
う
ち
に
三
〇
文
の
永
楽
銭
か
宣
徳
銭
を
加
え
て
使
う
こ
と
、
と

い
う
規
定
で
あ
る
。

よ
し
お
き

た
ね

き

た
だ

こ
の
規
定
は
、
大
内
義
興
が
将
軍
義
稙
（
義
材
、
義
尹
）
を
奉
じ
て
入

京
し
、
政
務
を
執
っ
て
い
た
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）、
幕
府
法
と
し
て

全
国
に
触
出
さ
れ
た
。

当
時
、
日
本
は
通
貨
を
発
行
す
る
信
用
が
な
か
っ
た
か
ら
、
中
国
か
ら

輸
入
し
た
銅
銭
が
流
通
し
て
い
た
。
奈
良
・
平
安
時
代
の
皇
朝
十
二
銭
や

宋
銭
・
元
銭
・
明
銭
が
混
用
さ
れ
、
す
り
減
っ
た
銭
や
割
れ
銭
、
欠
け

銭
、
焼
け
銭
、
南
京
や
堺
で
鋳
造
さ
れ
た
に
せ
金
（
私
鋳
銭
）
も
堂
々
と

使
用
さ
れ
た
。
一
つ
に
は
、
明
王
朝
が
通
貨
の
大
量
流
出
に
悩
み
、
明
銭

の
国
外
持
ち
出
し
を
禁
止
し
た
た
め
、
日
本
で
は
通
貨
の
不
足
か
ら
悪
銭

が
出
回
り
、
人
々
は
、
取
引
に
良
貨
を
選
ん
だ
か
ら
、
取
引
に
支
障
が
起
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こ
り
、
良
貨
を
蓄
え
る
人
、
こ
れ
を
悪
銭
に
改
鋳
し
て
利
益
を
得
る
者
さ

え
現
れ
た
と
い
う
。

馬
ヶ
岳
の
戦
い

大
内
政
弘
が
帰
国
し
て
か
ら
、
約
二
〇
年
間
は
大
友

氏
と
友
好
的
で
、
姻
戚
関
係
も
深
ま
っ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
が
逆
に
両
家
の
対
立
を
惹
起
す
る
原
因
と
も
な
っ
た
。

大
友
政
親
は
大
内
政
弘
の
妹
を
妻
と
し
て
嫡
男
義
右
（
親
豊
、
材
親
）

き

を
得
た
が
、
政
弘
の
娘
を
妻
と
し
、
将
軍
義
材
と
結
ぶ
義
右
と
対
立
し
、

こ
の
子
を
一
〇
年
後
毒
殺
し
た
と
い
わ
れ
、
重
臣
た
ち
の
信
頼
を
失
っ

て
、
臼
杵
か
ら
筑
前
立
花
城
へ
船
で
亡
命
を
は
か
っ
た
。
し
か
し
、
赤
間

関
で
大
内
方
に
捕
ら
え
ら
れ
、
舟
木
の
地
蔵
院
で
切
腹
し
た
。
そ
の
跡
を

親
治
と
大
聖
院
宗
心
が
争
い
、
親
治
が
実
権
を
握
っ
た
。

ち
か
の
ぶ

宗
心
の
背
後
に
、
大
内
氏
と
親
し
い
国
東
の
田
原
親
述
が
い
た
。
大
友

げ
ん
ぞ
く

は
い

方
も
義
興
の
弟
氷
上
山
別
当
大
護
院
尊
光
を
還
俗
さ
せ
て
、
義
興
を
廃

ち
ゃ
く

嫡
し
よ
う
と
杉
平
左
衛
門
尉
武
明
と
謀
っ
た
が
、
失
敗
し
、
武
明
は
自
殺

し
、
大
内
太
郎
左
衛
門
高
弘
は
豊
後
に
亡
命
し
て
食
客
生
活
を
送
っ
た
。

京
都
で
は
、
将
軍
義
材
が
細
川
政
元

の
ク
ー
デ
タ
ー
で
京
都
を
追
わ
れ
、
流

浪
六
年
、
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）、

大
内
氏
を
た
よ
っ
て
山
口
に
下
っ
て
き

た
。将

軍
義
高
（
義
澄
）
は
、
義
材
（
義

稙
）
の
上
洛
を
阻
止
す
る
た
め
、
少

弐
・
大
友
氏
な
ど
へ
大
内
分
国
へ
の
進

そ
そ
の
か

入
を
さ
か
ん
に
唆
し
た
。

明
応
六
年
（
一
四
九
七
）、
上
洛
の

意
図
を
持
っ
て
い
た
大
内
義
興
を
牽
制

ま
さ
す
け

し
て
、
少
弐
政
資
が
筑
前
に
侵
入
し
て
、
太
宰
府
を
占
領
し
た
。

義
興
は
、
渡
海
し
て
、
政
資
・
高
経
父
子
を
肥
前
に
追
い
、
自
刃
さ
せ

た
。そ

の
直
後
、
突
然
豊
後
よ
り
大
友
勢
の
豊
前
へ
の
進
入
が
始
ま
っ
た
。

「
佐
田
泰
景
軍
忠
状
」
に
よ
っ
て
、
当
時
の
豊
前
の
軍
事
情
勢
を
整
理

す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

明
応
七
年
（
一
四
九
八
）、
十
月
二
日
、
大
友
勢
が
宇
佐
郡
へ
侵
入
、
同
十
三
日
大
内

義
興
が
着
郡
す
る
も
、
敗
北
し
防
長
へ
撤
退
す
。

も
と

明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
、
七
月
、
杉
弘
固
ら
渡
海
、
十
月
、
院
内
衆
で
妙
見
岳
築
城
、

豊
後
一
国
勢
が
到
着
し
包
囲
、
防
戦
、
国
東
・
速
見
郡
衆
を
残
し
て
西
郡
を
掃
討
し

た
の
ち
、
ま
た
妙
見
岳
城
を
攻
め
、
降
伏
・
捕
虜
と
な
り
府
内
幽
閉
。

尊
光
（
高
弘
）

輝
弘

お
き

大
内
教
弘

政
弘

義
興

義
隆

女

女

女

し
げ

義
鎮
（
宗
麟
）

よ
し
す
け

は
る
ふ
さ

親
繁

政
親

義
右

晴
英
（
大
内
義
長
）

あ
き

大
友

親
治

義
長

義
鑑

親
綱

宗
心
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明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
、
正
月
、
豊
後
府
内
を
脱
出
、
赤
間
関
の
仲
間
に
合
流
す
る
。

文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）、
正
月
、
宇
佐
郡
衆
渡
海
し
、
中
津
川
に
着
岸
し
、
妙
見
岳

城
奪
還
、
二
月
、
義
興
勢
無
人
数
に
つ
き
、
城
井
城
へ
中
津
川
渡
船
衆
と
応
援
す
る
。

文
亀
元
年
七
月
二
十
三
日
、
馬
ヶ
岳
合
戦
、
後
陣
の
杉
重
清
ら
は
笠
松
（
宇
佐
市
）

よ
り
中
陣
へ
馳
せ
向
か
う
も
、
着
郡
以
前
に
敵
敗
北
す
る
。

す
な
わ
ち
、
将
軍
足
利
義
高
に
よ
っ
て
、
豊
前
守
護
職
を
与
え
ら
れ
た

大
友
親
治
は
命
令
に
従
っ
て
、
豊
前
に
進
入
し
、
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）

か
ら
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
ま
で
、
約
三
年
間
合
法
的
に
豊
前
を
支
配

し
た
の
で
あ
る
。
大
内
義
興
は
、
こ
れ
を
武
力
を
持
っ
て
奪
回
し
た
。

城
井
日
向
守
以
下
残
党
ら
の
事
、
去
る
九
日
築
城
郡
本
庄
城
を
攻
め
落
と
し
、
悉
く

追
伐
合
戦
の
時
、
郎
従
賀
来
藤
兵
衛
尉
矢
疵
股
を
被
る
の
由
、
注
進
到
来
す
、
神
妙
な

り
、
い
よ
い
よ
戦
功
を
抽
ん
ず
べ
き
の
状
、
件
の
如
し
、

明
応
十
年
二
月
十
六
日

（
花
押
）（
大
内
義
興
）

佐
田
次
郎
殿

（
佐
田
文
書
）

こ
の
史
料
に
よ
っ
て
、
城
井
城
に
籠
城
し
て
い
た
の
は
城
井
日
向
守
ら

で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。「
紀
伊
宇
都
宮
系
図
」
に
よ
る
と
、
常
陸
介

秀
直
の
子
直
重
が
大
友
勢
に
降
伏
し
、
大
友
方
と
し
て
行
動
し
た
の
で
あ

る
。こ

の
こ
ろ
、
国
東
の
田
原
千
代
若
丸
（
武
蔵
田
原
親
資
カ
）
が
「
黒
田

の
内
弐
拾
町
」
等
一
五
〇
町
を
預
け
置
か
れ
て
い
る
。
彼
は
大
聖
院
宗
心

を
大
友
家
督
と
し
よ
う
と
大
内
義
興
に
京
都
へ
の
工
作
を
頼
み
、
国
東
で

挙
兵
し
、
豊
前
の
勢
と
共
に
防
長
へ
退
去
し
た
田
原
親
述
の
跡
を
与
え
ら

れ
た
。

「
一
見
し
了
ん
ぬ
、（
花
押
）」（
大
内
義
興
）

文
亀
元
年
閏
六
月
廿
四
日
、
豊
前
国
仲
津
郡
沓
尾
崎
に
お
い
て
、
仁
保
左
近
将
監

護
郷
討
ち
死
に
の
時
、
同
道
衆
并
び
に
一
所
衆
、
次
に
護
郷
家
人
ら
、
或
い
は
討
ち

死
に
、
或
い
は
疵
を
被
る
人
数
の
注
文
（
討
死
三
四
人
、
負
傷
三
〇
人
の
人
名
略
す
）

（
三
浦
文
書
）

く
つ

お

ざ
き

も
り
さ
と

こ
れ
は
、
馬
ヶ
岳
合
戦
の
前
、
沓
尾
崎
に
上
陸
し
た
仁
保
護
郷
ら
が
大

友
方
の
待
ち
伏
せ
に
あ
っ
て
、
大
将
を
戦
死
さ
せ
る
よ
う
な
損
害
を
被
っ

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

去
る
月
廿
三
日
、
豊
前
国
小
馬
岳
城
の
麓
に
お
い
て
、
凶
徒
大
友
勢
、
同
少
弐
勢
、

当
日
悉
く
追
討
合
戦
の
時
、
太
刀
討
ち
鑓
疵
頤

を
被
る
、
并
び
に
、
郎
従
手
島
隼
人

佑
鑓
疵
口

を
被
る
、
林
太
郎
左
衛
門
尉
鑓
疵
臑
、
僕
従
二
人
鑓
疵
の
由
、
杉
小
次
郎

興
宣
注
進
の
旨
、
尤
も
神
妙
、
感
悦
の
至
り
也
、
い
よ
い
よ
戦
功
を
抽
ん
ず
べ
き
の

状
、
件
の
如
し
、

文
亀
元
年
八
月
十
三
日

（
大
内
義
興
）（
花
押
）

乃
美
備
前
守
殿

（
浦
家
文
書
）

馬
ヶ
岳
合
戦
の
感
状
は
八
通
を
超
え
る
。
し
か
し
、
ほ
ぼ
右
の
よ
う
な

形
式
で
あ
る
。
乃
美
家
氏
は
安
芸
の
水
軍
の
大
将
で
あ
る
。

五
年
前
、
少
弐
政
資
父
子
が
肥
前
で
敗
死
し
た
が
、
大
友
親
治
が
政
資

の
幼
少
の
三
男
資
元
を
取
り
立
て
肥
前
に
挙
兵
さ
せ
、
馬
ヶ
岳
に
も
出
陣

し
て
い
た
ら
し
い
。
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障
子
ヶ
岳
築
城

本
町
の
南
に
聳
え
る
障
子
ヶ
岳
城
は
い
つ
ご
ろ
築
城

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
関
す
る
史
料
が
次
で
あ
る
。

御
上
洛
候
間
、
我
々
事
、
御
供
致
す
べ
く
候
由
存
じ
候
処
、
障
子
岳
御
城
番
の
事

仰
せ
出
さ
れ
候
、
子
細
を
申
さ
ず
候
と
雖
も
、
今
度
は
御
供
を
致
す
べ
き
心
中
に
て

ぐ

ぶ

候
、
然
ら
ば
、
御
城
番
の
事
候
、
子
に
候
三
郎
四
郎
勤
仕
さ
せ
、
私
事
、
供
奉
仕
り

度
候
、
御
帰
参
の
由
、
こ
れ
を
承
り
、
内
々
御
心
得
に
預
か
ら
ば
畏
れ
入
る
べ
く
候
、

恐
惶
謹
言

閏
十
一
月
二
日

（
門
司
）国
親

押
字

神
代
次
郎
兵
衛
尉
殿

御
宿
所

（
大
内
氏
実
録
）

こ
の
「
閏
十
一
月
」
を
「
大
内
氏
実
録
」
の
編
者
は
長
享
元
年
（
一
四

八
七
）
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
大
内
氏
の
上
洛
に
供
奉
し
た
い

の
で
、
障
子
ヶ
岳
城
番
は
子
息
に
勤
番
さ
せ
る
こ
と
の
許
し
を
得
た
い
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

き

こ
の
上
洛
は
、
大
内
義
興
が
将
軍
義
材
を
奉
じ
て
入
洛
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
は
、
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）

の
書
状
と
な
る
。
門
司
国
親
が
、
杉
重
国
の
一
字
を
受
け
て
い
る
な
ら

ば
、
前
者
の
年
代
と
な
る
。

次
の
史
料
は
障
子
ヶ
岳
城
普
請
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。

一
、
内
封
四
郷
封
戸
・
向
野
・
高
家
・
辛
島
は
普
請
夫
の
定
役
こ
れ
あ
り
、
こ
の
外
、

み
ょ
う
け
ん

社
官
衆
領
の
事
は
、
先
年
（
一
四
九
九
）、
妙
見
尾
の
御
城
誘
を
お
ほ
せ
付
け

ら
る
る
時
、
か
の
儀
、
御
免
ニ
お
い
て
ハ
、
社
用
夫
の
事
、
馳
走
致
す
べ
し
の

由
、
申
さ
る
と
も
雖
も
、
い
ま
に
、
社
用
を
も
沙
汰
無
く
候
、（
下
略
）

一
、
宇
佐
郡
中
の
武
領
、
社
用
の
人
夫
以
下
に
就
き
、
在
々
所
無
沙
汰
ニ
お
ひ
て
ハ

一
段
と
仰
せ
付
け
ら
る
べ
し
、
殊
に
院
内
衆
は
、
御
在
京
御
留
守
以
来
、
御

神
用
の
延
夫
を
難
渋
の
段
、
そ
の
謂
わ
れ
な
し
、
既
に
障
子
岡
御
城
御
所
勤
の

所
を
、
近
年
ハ
社
用
に
付
け
ら
る
る
の
上
ハ
、
向
後
、
社
用
夫
堅
く
申
し
付
く

べ
き
な
り
、
も
し
、
な
お
難
渋
に
お
ひ
て
ハ
、
元
の
如
く
御
城
誘
を
仰
せ
付
け

ら
る
べ
き
事
、（
下
略
）

（
宇
佐
小
山
田
文
書
）

こ
れ
は
、
大
永
二
年

（
一
五
二
二
）
三
月
、
宇

佐
宮
造
営
に
関
し
て
、
造

営
奉
行
よ
り
示
さ
れ
た
法

度
の
一
部
で
あ
る
。

妙
見
岳
城
は
大
友
勢
侵

入
に
備
え
た
豊
前
東
部
の

大
内
方
の
拠
点
と
し
て
、

明
応
八
年
に
築
城
し
た
こ

と
は
「
佐
田
泰
景
軍
忠

状
」
で
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
宇
佐
郡
で
も
内
封
四

郷
以
外
の
社
官
衆
の
所
領しろ

住
民
は
、「
妙
見
の
城

写真４―１２ 田川方面から見た障子ヶ岳
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ご
し
ら
え

誘

を
免
除
さ
れ
る
な
ら
ば
、
社
用
を
勤
め

ま
す
」
と
言
っ
て
、
城
誘
を
免
除
さ
れ
な
が

ら
、
い
ま
に
そ
れ
を
勤
め
て
い
な
い
。
院
内

衆
（
安
心
院
町
・
院
内
町
の
武
士
）
は
大
内

義
興
の
在
京
中
（
一
五
〇
八
〜
一
五
一
八
）

か
ら
神
用
延
夫
を
渋
っ
て
い
る
が
、
理
由
に

な
ら
な
い
。
障
子
ヶ
岳
城
誘
を
勤
め
る
代
わ

り
に
社
用
夫
を
勤
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
社

用
夫
が
嫌
な
ら
ば
、
障
子
ヶ
岳
城
誘
を
勤
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

こ
の
法
令
に
よ
っ
て
判
明
す
る
こ
と
は
、

障
子
ヶ
岳
城
は
豊
前
一
国
規
模
で
動
員
さ

れ
、
築
城
さ
れ
た
大
内
氏
の
拠
点
城
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
時
期
は
大
内
義
興
上
洛
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
松
山
―
馬
ヶ
岳
と
太
宰
府
と
の
連
絡
路
の

確
保
、
馬
ヶ
岳
か
ら
逃
亡
し
た
少
弐
資
元
と
か
れ
を
担
ぐ
秋
月
氏
・
筑
紫

氏
・
肥
前
国
人
等
の
侵
入
を
阻
止
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
お
い
の
じ
ょ
う
も
り
ざ
ね

ず
い
ち
く

父
大
炊
允
盛
真
以
来
、
遠
田
石
見
守
弘
常
に
随
逐
せ
し
め
、
亀
尾
御
城
并
び
に
妙
見

尾
、
殊
に
近
年
、
障
子
岳
在
城
の
儀
、
去
年
享
禄
四
に
至
る
ま
で
、
そ
の
節
を
遂
げ
ら

お
き
か
ね

つ
ぶ
さ

る
の
通
り
、
興
兼
が
言
上
の
次
第
、
具
に
披
露
を
致
し
候
、
神
妙
の
由
仰
せ
出
さ
れ

候
、
こ
れ
ら
の
趣
、
な
お
、（
遠
田
）
興
兼
に
対
し
申
さ
し
め
候
、
何
様
追
っ
て
御
感

を
成
さ
る
べ
し
の
由
、
そ
の
心
を
得
申
す
べ
き
の
旨
に
候
、
恐
々
謹
言
、

（
天
文
元
）

三
月
八
日

（
沼
間
）

敦
定
判

長
岡

（
実
勝
）

大
炊
允
殿

こ
れ
は
、
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）、
遠
田
興
兼
の
家
来
長
岡
実
勝
が

障
子
ヶ
岳
城
の
城
番
を
勤
め
た
こ
と
に
対
す
る
感
状
が
大
内
義
隆
か
ら
出

さ
れ
る
こ
と
を
告
げ
た
書
状
で
あ
る
。
遠
田
氏
は
、
筑
前
国
岩
門
城
督
な

ど
大
内
氏
分
国
の
最
前
線
の
城
督
を
勤
め
て
い
る
。
そ
の
子
息
で
あ
ろ
う

遠
田
弘
常
は
当
時
障
子
ヶ
岳
城
督
で
あ
っ
た
。
遠
田
氏
は
、
大
内
義
長
と

と
も
に
滅
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
、
遠
田
跡
長
門
国
美
祢
郡
岩
永
別
府
九
九

た
か
や
す

石
足
地
を
仁
保
隆
慰
が
得
て
い
る
（
仁
保
文
書
）。「
妙
見
岳
芝
矢
倉
間
の

事
、
去
る
七
月
の
大
雨
の
時
、
少
々
崩
れ
損
ず
る
の
処
、
人
夫
五
一
人
を

こ
し
ら

以
て
、
芝
御
城
納
せ
し
め
、
築
き
誘
う
の
由
、
貫
備
後
守
の
注
進
披
露
を

遂
げ
候
」
と
あ
る
妙
見
岳
の
例
か
ら
考
え
る
と
、
山
上
に
番
小
屋
な
ど
が

作
ら
れ
、
近
辺
の
武
士
が
交
代
で
城
番
を
勤
め
、
台
風
な
ど
で
し
ば
し
ば

設
備
が
破
損
し
た
の
で
、
こ
れ
を
修
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
元

重
文
書
）。

城
誘
と
同
様
に
国
民
を
苦
し
め
た
の
が
陣
夫
で
あ
る
。
一
家
の
中
心
的

な
働
き
手
を
、
遠
方
ま
で
、
山
川
を
越
え
て
、
食
糧
や
陣
道
具
を
運
搬
さ

せ
ら
れ
、
長
期
に
わ
た
っ
て
滞
陣
す
る
こ
と
は
、
耐
え
難
い
苦
痛
で
あ
っ

た
。
大
永
三
年
、
宇
佐
郡
中
の
寺
社
領
に
陣
夫
を
命
じ
ら
れ
た
時
、
宇
佐

宮
は
社
殿
造
替
中
を
理
由
に
、
免
除
を
愁
訴
し
た
。
大
内
氏
は
こ
れ
を
許

す
代
わ
り
に
、
在
陣
日
数
の
三
倍
、
社
用
人
足
等
を
勤
め
よ
、
も
し
無
沙

写真４―１３ 妙見岳城址
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汰
の
寺
社
は
所
領
を
押
さ
え
、
処
置
を
考

え
る
と
申
し
渡
し
て
い
る
。

大
内
義
興

の

天

下

馬
ヶ
岳
の
合
戦
は
大

内
・
大
友
双
方
に
大
き

な
損
害
を
出
し
大
友
勢
は
撤
退
し
た
。
そ

の
後
、
和
平
の
気
分
が
高
ま
り
、
互
い
に

従
来
の
権
益
を
侵
さ
な
い
と
言
う
形
で
落
着
し
た
ら
し
い
。
以
後
約
三
〇

年
間
、
友
好
関
係
が
続
い
た
。

永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
六
月
、
大
内
義
興
は
前
将
軍
足
利
義
材
を
奉

じ
て
入
洛
し
、
将
軍
義
澄
を
近
江
に
奔
ら
せ
、
義
材
を
将
軍
の
座
に
復
職

さ
せ
た
。

管
領
に
は
細
川
高
国
を
据
え
、
義
興
は
管
領
代
と
し
て
政
務
を
執
っ

た
。
以
後
、
一
〇
年
間
、
在
京
し
て
、
権
謀
術
数
の
渦
巻
く
京
都
の
政
界

に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

朽
網
親
満

の

潜

伏

永
正
十
三
年
（
一
五
一
六
）
八
月
、
豊
後
の
加
判
衆
（
家

老
）
朽
網
親
満
が
道
場
寺
（
行
橋
市
）
に
潜
伏
し
た
。

若
い
大
友
義
鑑
（
親
安
）
の
不
興
を
買
い
、
追
伐
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
道
場
寺
は
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）、
前
の
住
持
が
大
内
政
弘
の

勘
気
に
触
れ
て
、
追
放
さ
れ
、
寺
領
一
二
町
余
を
没
収
さ
れ
て
、
山
口
の

善
福
寺
造
営
に
充
て
ら
れ
て
い
る
（
萩
藩
閥
閲
録
）。

親
満
は
四
か
月
後
、
彦
山
座
主
を
た
よ
っ
て
、
伊
良
原
（
犀
川
町
）
に

移
り
、
国
東
の
田
原
三
兄
弟
や
山
口
亡
命
中
の
大
聖
院
宗
心
、
宇
佐
宮
番

長
永
弘
氏
輔
ら
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
、
帰
国
の
策
を
練
っ
た
。

永
正
十
六
年
正
月
ご
ろ
、
高
崎
山
に
籠
城
し
た
が
、
佐
田
泰
景
・
神
代

武
綱
ら
大
内
家
の
協
力
を
得
た
大
友
義
鑑
が
鎮
圧
し
た
。

田
原
親
述
は
同
年
四
月
筑
前
で
挙
兵
し
て
立
花
城
を
占
領
し
、
大
友
分

郡
志
摩
郡
に
乱
入
し
た
が
、
数
年
後
、
立
花
城
で
殺
害
さ
れ
た
。

親
満
追
罰
の
原
因
は
、
肥
後
守
護
菊
池
氏
の
内
紛
に
介
入
し
て
親
満
が

阿
蘇
惟
長
を
菊
池
家
督
と
し
た
あ
と
、
義
鑑
が
弟
菊
法
師
丸
を
送
り
込
む

こ
と
で
、
意
見
の
対
立
が
深
ま
っ
た
た
め
、
義
鑑
を
廃
し
宗
心
を
大
友
家

督
と
し
よ
う
と
し
た
ら
し
い
。

大
内
氏
の
退
廃

大
内
義
隆
は
家
督
襲
名
の
初
期
一
〇
年
間
、
大
友
義

鑑
と
豊
後
勢
場
原
や
筑
後
星
野
里
城
・
筑
前
立
花
城

等
で
戦
い
、
両
家
の
講
和
の
後
は
安
芸
・
出
雲
で
尼
子
晴
久
と
戦
っ
て
、と

武
将
ら
し
い
姿
勢
を
示
し
た
が
、
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）、
出
雲
富

だ

で
き

し

田
城
攻
め
に
失
敗
し
撤
退
中
に
養
子
晴
持
を
溺
死
さ
せ
て
か
ら
、
戦
争
を

は
る
た
か

厭
い
、
軍
事
は
若
い
家
老
陶
隆
房
（
の
ち
晴
賢
）
ら
に
任
せ
、
自
身
は
山

口
に
あ
っ
て
、
京
下
り
の
公
家
・
学
者
・
芸
能
人
を
歓
待
し
て
遊
逸
の
生

活
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
財
力
に
任
せ
て
、
京
都
へ
盛
ん

に
贈
答
し
、
大
宰
大
弐
と
な
っ
て
、
少

弐
氏
に
対
し
て
優
位
に
た
ち
、
位
階
も

じ
ゅ従
二
位
ま
で
昇
進
し
て
、
衣
冠
束
帯
姿

ぎ
っ
し
ゃ

で
牛
車
に
乗
っ
て
山
口
の
街
を
練
り
歩

大内義興の花押

大内義隆の花押
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い
た
と
い
う
。
ま
た
、
京
都
の
学
者
が
所
蔵
す
る
書
物
を
借
覧
す
る
の

に
、
銭
五
万
疋
（
米
五
〇
〇
石
相
当
）
を
送
っ
た
と
も
い
う
。

こ
う
し
た
貴
族
趣
味
は
、
庶
民
の
生
活
感
覚
か
ら
か
け
離
れ
、
若
く
て

無
骨
な
陶
隆
房
ら
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

大
規
模
な
軍
事
と
奢
侈
な
生
活
は
、
財
政
を
も
破
綻
さ
せ
、
あ
ら
ゆ
る

た
ん
せ
ん

も
の
に
税
を
か
け
、
基
本
的
な
財
源
で
あ
る
段
銭
を
も
増
徴
す
る
法
律
を

出
し
た
。

天
文
五
年
（
一
五
三
六
）、「
今
度
、
加
増
段
銭
の
事
に
就
き
、
…
…
今

度
の
儀
ハ
、
前
々
御
免
許
の
地
を
謂
わ
ず
、
申
し
付
く
る
べ
し
」（
永
弘

文
書
）
と
、
全
分
国
か
ら
取
り
立
て
、
未
納
の
場
合
は
土
地
を
押
さ
え
、

年
貢
か
ら
必
要
分
を
引
き
取
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

豊
前
守
護
代
杉

重
矩
の
離
反

大
内
盛
見
時
代
か
ら
約
一
五
〇
年
間
豊
前
守
護
代
を

務
め
て
き
た
杉
伯
耆
守
家
は
、
豊
前
国
内
隅
々
ま
で

名
主
・
百
姓
層
を
被
官
化
し
、
領
国
化
を
進
め
て
い
た
。
そ
れ
は
周
防
に

お
け
る
陶
氏
、
長
門
に
お
け
る
内
藤
氏
も
同
様
で
あ
っ
た
。

し
げ
の
り

あ
き
ら

杉
重
矩
は
陶
隆
房
・
青
景
隆
著
に
反
逆
の
志
が
あ
る
と
し
ば
し
ば
讒

ゆ
う
ひ
つ

た
け
と
う

言
し
た
が
、
義
隆
の
右
筆
相
良
武
任
が
妨
げ
て

通
じ
な
か
っ
た
。

つ
い
に
、
重
矩
は
内
藤
興
盛
と
と
も
に
陶
隆

房
に
与
し
天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
九
月
、

大
内
義
隆
を
攻
め
、
滅
ぼ
し
た
。

第
二
節

戦
国
時
代

大
友
宗
麟
の

豊
前
進
出

大
内
義
隆
が
滅
亡
し
た
二
か
月
後
、
肥
前
国
で
は
大
内

氏
の
分
郡
東
部
三
郡
の
守
護
代
で
あ
っ
た
龍
造
寺
隆
信

さ

が

が
佐
嘉
城
を
出
て
、
筑
後
蒲
池
氏
の
柳
河
へ
亡
命
し
た
。

ふ
ゆ
ひ
さ

龍
造
寺
氏
と
争
っ
て
き
た
肥
前
の
国
人
が
少
弐
冬
尚
を
奉
じ
て
大
内
氏

の
支
配
か
ら
独
立
し
よ
う
と
し
た
。

二
年
後
、
龍
造
寺
隆
信
は
佐
嘉
城
を
奪
還
し
た
。
彼
は
少
弐
氏
に
対
抗

し
て
、
大
友
宗
麟
を
肥
前
国
守
護
職
と
す
る
と
い
う
条
件
で
、
大
友
宗
麟

が
筑
後
の
国
人
を
支
援
さ
せ
、
帰
国
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

大
友
氏
は
足
利
尊
氏
の
こ
ろ
、
肥
前
守
護
で
あ
っ
た
前
例
が
天
文
二
十

三
年
（
一
五
五
四
）
八
月
、
室
町
幕
府
の
承
認
を
得
る
こ
と
を
可
能
に
し

た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
味
を
占
め
た
の
か
、
大
友
宗
麟
は
豊
前
・
筑
前
へ
も
野
心
の
手

を
伸
ば
す
こ
と
に
な
る
。

は
る
ふ
さ

山
口
で
は
、
陶
隆
房
が
大
友
宗
麟
の
弟
晴
英
を
大
内
家
に
迎
え
て
、
大

は
る
か
た

内
義
長
と
称
さ
せ
、
自
ら
も
晴
賢
と
改
名
し
て
独
裁
の
色
を
強
め
た
。
大

あ
き
ざ
ね

友
宗
麟
は
弟
に
橋
爪
鑑
実
を
付
け
て
、
大
内
家
の
奉
行
衆
と
し
、「
両
家

く
さ
び

御
一
体
」
を
強
調
し
て
、
大
内
分
国
に
楔
を
打
ち
込
ん
だ
。

ま
た
、
高
橋
鑑
種
を
太
宰
府
の
宝
満
岳
城
督
と
し
て
筑
前
国
に
送
り
込

み
、
豊
前
・
筑
前
方
面
の
奉
行
衆
と
し
て
、
両
国
の
政
治
に
携
わ
ら
せ

杉重矩の花押
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